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【EMD.GR.JP掲載のニュース】 
（5月 21日～5月 30日分） 
 
 
ビデオリサーチ、Verance と提携
しコンテンツ情報サービス会社を

設立 
 
 ビデオリサーチは、米国の音声透かし技術

企業 Verance、及び Veranceの筆頭株主であ
る Constellation Venturesと、コンテンツ情
報サービスのジョイントベンチャー、株式会

社コンファメディアを設立することで合意し

たと発表した。 
 
 コンファメディアで使われるシステムは

Veranceが 2001年 11月に発表したもの。テ
レビやラジオ、有線放送などで流れている音

楽がいつどこで使われているかをモニタリン

グしトラッキングできる。 
 
 ビデオリサーチでは、新会社で現在行って

いるエンコード方式の地上波テレビＣＭ出稿

確認サービスの提供と将来のデジタル放送へ

の対応を図るとしている。 
（5/30） 

 
 
日本レコード協会など、ファイル

交換ソフトによる音楽ファイルの

ダウンロード実態調査を発表 
 
 社団法人コンピュータソフトウェア著作権

協会（ACCS）と社団法人日本レコード協会
（RIAJ）は、「ファイル交換ソフト利用実態
調査」を実施し、報告書として発表した。 
 
 この調査は、日本国内における「WinMX」
をはじめとするファイル交換ソフトの利用実

態を様々な側面から、総合的かつ定量的に把

握することを目的として実施したもの。2001
年 7月に中間報告を発表しているが、今回は
その最終報告となる。 
 
 報告書によると、国内でのファイル交換ソ

フトの利用者は、2002年 1月の時点でインタ
ーネットユーザー人口全体の 3.0％に当たる
約 68.4万人と推計され、2001年 5月の調査
結果の約 100 万人から約 32 万人弱減少した
ことになる。  
 この主な要因としては、「Napster」のサー
ビス停止、昨年 11月の「WinMX」ユーザー
の刑事摘発報道による著作権意識の浸透等、

であると考えられるとしている。 
 
 よく利用するファイル交換ソフトは

「WinMX」が 79%と最も多くなっており、
ファイル交換ソフト利用者のうち 47％が、1
人当たり平均 121ファイルを「公開」したこ
とがあり、また現在利用者1人当たり平均117
ファイルをダウンロードしている。  
 そのうちの「音楽ファイル」のダウンロー

ド数は平均 75 ファイルであることから、音
楽ファイルのダウンロード総数は約 7,500 万
ファイルに達しており、同数の音楽ファイル

が送信されていたことを意味していると推測

している。 
 
 また、ダウンロードされた音楽ファイル件

数を、CD 購入経験の有無別に分析してみた
結果、購入者が平均 58 件なのに対して、未
購入者が 84件という結果から、『ファイル交
換ソフトが音楽の需要拡大に役立つ』という

意見に反論している。 
 
 なお、ファイル交換ソフトを利用し、無許

諾で他人の音楽やソフトウェア等の著作物等

をネット上に「公開」（アップロード）するこ

とや実際に公衆に対して送信することは公衆

送信権（著作権法 23 条 1 項）や送信可能化
権（同法 96条の 2）の侵害に当たることから、
今後も「速やかに」かつ「多方面から」の対

策を講じていくとしている。 
（5/30） 

 
 
ソニー、音楽再生機能搭載 PDA
を発表 
 
 ソニーは、ビジネス用途にも適した"クリエ
（CLIE）"「T シリーズ」として、音楽再生
機能を搭載した『PEG-T650C』（カラー液晶
搭載）を発表した。 
 
 『PEG-T650C』はマジックゲート対応メモ
リースティックスロットを備え、PC 上で音
楽コンテンツを管理する付属ソフトウェア

「SonicStage LE1.1」で PCに保存した音楽
データを、ATRAC3方式で「マジックゲート
対応メモリースティック」に記録し、クリエ

上の「AudioPlayer(ver.2.2)」で再生すること
ができる。 
 
 各種設定や操作はクリエの画面上やジョグ

ダイヤルで簡単に行うことができる。また、

「Audio Player（ver.2.2）」ではMP3形式の
音楽データにも対応。他社製の変換ソフトを

使って「マジックゲート対応メモリースティ

ック」や「メモリースティック」に音楽を記

録し"クリエ"上で再生することができる。さ
らに「Photo Stand」使用時に音楽をバック
グラウンド再生することもできる。 
 
 価格はオープンプライス。発売予定日は

2002年 6月 8日となっている。 
（5/30） 

 
 
NTT東日本、無線 LAN接続サー
ビス「Mフレッツ」発表 
 
 NTT東日本は、無線 LAN技術を利用し、
自宅と同様の環境で外出先でもインターネッ

トの利用や、企業等へのリモートアクセスが

可能になるサービス「Mフレッツ」を、2002
年 6月 6日から、東京・北海道にて試験提供
開始すると発表した。 
 
 「Mフレッツ」は、は、Bフレッツ、フレ
ッツ・ADSL、フレッツ・ISDN（以下フレッ
ツ・シリーズ）利用者に対し、無線 LAN 技
術を利用し、より「パーソナル」で「ポータ

ブル」なブロードバンド IP利用環境を実現す
るサービス。 
 
 メニューは 2 種類。「M フレッツホスト」
は、Bフレッツ、フレッツ・ADSLの回線で、
簡易に「Mフレッツメイト」向けの無線 LAN
アクセススポット環境を提供することができ

るサービス。また、グループ認証機能を追加

することで、無線 LAN アクセススポットを
特定の「Mフレッツメイト」だけに提供する
ことも可能。 
 
 「M フレッツメイト」は、無線 LAN を利
用し、外出先の「Mフレッツホスト」から、
インターネット利用や、会社へのリモートア

クセス等が可能となるサービス。NTT東日本
から配布するＭフレッツ認証キーにより、自

宅と同じ環境で、外出先等の「Mフレッツホ
スト」からフレッツ・サービスを利用できる。 
 
 基本料金は M フレッツメイトが月額 200
円、Mフレッツホストが同 700円。それぞれ
フレッツ・シリーズの月額利用料に加算され

る。初期工事費として基本工事費 1000 円、
IP網工事費 1000円も必要。Mフレッツホス
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トでグループ認証機能を使う際には、別途グ

ループ認証利用料が ID の数に応じて必要に
なる。 
 
 なお、Mフレッツメイトについては、フレ
ッツ契約者を対象に試験モニターの募集を行

う。試験提供期間は 2002年 6月 6日から概
ね 6ヶ月間の予定。 

（5/29） 
 
 
ソフトバンク・グループ、スタバ

でもホットスポットサービス 
 
 ソフトバンク・グループ 3社（ビー・ビー・
テクノロジー、ヤフー、ソフトバンク・コマ

ース）は、スターバックス コーヒー店舗にお
いて、モバイル・ブロードバンドコミュニケ

ーション事業「Yahoo! BBモバイル」の実証
実験を 2002年 5月 31日から開始すると発表
した。 
 
 具体的には、ソフトバンク・グループが

「Yahoo! BB」のブロードバンド・インフラ
を活用した無線 LAN による高速インターネ
ット接続サービス事業「Yahoo! BBモバイル」
の実証実験を全国のスターバックス コーヒ
ー店舗のうち 29店舗にて 2002年 5月 31日
から 6ヶ月間にわたり展開するもの。 
 
 「Yahoo! BB モバイル」は、2.4GHz 帯の
周 波 数 を 活 用 し た 無 線 LAN 規 格
IEEE802.11bに準拠。下り最大 8Mbpsの無
線による高速インターネット接続を提供す

る。 
 
 利用料はインターネット接続サービスのみ

が月額 1,580 円、Yahoo!BB のフルサービス
が月額 2,280円、既存の Yahoo!BB会員は月
額 990 円。別途 IEEE802.11b を対応した無
線 LANカードが必要。無線 LANカードはレ
ンタルでも提供され、月額レンタル料金は

390円。 
 
 なお、実験後の展開については、実証実験

の結果を十分に検証した上で、改めて告知す

る予定としている。 
（5/29） 

 
 
 
 

エプソン、USB OTG対応 1チッ
プ LSIを開発 
 
 セイコーエプソンは、パソコンを使用せず

に 2 つの周辺機器を相互に接続できる USB
の新規格「USB On-The-Go（OTG）」の機能
をワンチップに搭載したコントローラ LSI
「S1R72005」を開発したと発表した。 
 
 「S1R72005」は、パソコンと周辺機器を
接続するインターフェース「USB（Universal 
Serial Bus）」の新規格「USB OTG」に対応
したコントローラ用の LSI。 
 
 USB のホスト機能とペリフェラル機能に
加え、パソコンを使用せずに 2つの周辺機器
を相互に接続できる USB の新規格「USB 
OTG」の機能をワンチップに集積し、フルス
ピード（12Mビット／秒）モードの転送速度
を実現する。 
 
 エプソンでは、3 つの機能をワンチップに
搭載したことによって、小型携帯機器にも容

易にホスト機能や OTG 機能を持たせること
ができ、例えば携帯機器同士の接続では、仲

間同士での画像・着メロ・アドレス帳データ

などのプライベートデータを、高速で手軽に

転送することができるとしている。 
 
 「S1R72005」は、2002年 9月から量産出
荷を開始予定。2002 年 12 月までに 50 万個
の出荷数量を予定している。サンプル価格は

1,500円。 
（5/29） 

 
 
ソニー、CD-ROMへ ID情報記録
を可能にする技術を開発 
 
 ソニーは、読み出し専用の CD-ROM ディ
スクにおいて、ディスク一枚毎に個別情報

（ID データ）を追加記録する「Postscribed 
ID」技術を開発したと発表した。 
 
 これまで、CD-ROMディスクは読み出し専
用であるため、生産された後にデータなどの

追加記録ができなかった。今回開発された

「Postscribed ID」は、特殊反射膜材料とミ
クロンレベルの高精度位置制御技術により、

高出力半導体レーザーを用いて CD-ROM デ
ィスクの信号面上に ID データの追加記録を
実現している。 

 ID データの記録は、CD-ROM 規格イエロ
ーブックに準拠して定められた位置に行われ

るため、市販されているほとんどの CD-ROM
対応ドライブで ID データの読み出しは可能
となっている。 
 
 ID データの長さは 6～28 バイト。タイト
ル番号やシリアル番号などを記録することに

より、ユーザー登録や正規ユーザーの識別/
認証、二重アクセスの防止や暗号鍵の配布、

ユーザー1 人 1 人に特化したサービスの提供
などが可能になる。 
 
 また、IDデータの定義を発注者が行うこと
もできるため、会員番号などを記録して

CD-ROMを配布することなども可能。なお、
IDデータの利用は、利用目的に合わせた専用
ソフトウェアなどと組み合わせて行う。 
 
 ソニーでは、同技術を用いたディスクスタ

ンピングサービスを、ソニーグループ国内事

業所にて 2002 年 6 月より開始、海外事業所
においても順次展開する予定。今後、コンピ

ュータ用ソフトや教育、出版、プロモーショ

ン、トレーニングなどの様々な CD-ROM ア
プリケーションに「Postscribed ID」を積極
的に提案していくとしている。 

（5/29） 
 
 
イー・アクセスと日本テレコム、 
個人向け ADSL 回線事業の営業
譲渡で合意 
 
 イー・アクセスと日本テレコムは、日本テ

レコムが運営する個人向けADSL回線事業を
イー・アクセスに約 55 億円で営業譲渡する
ことで合意したと発表した。 
 
 譲渡完了時の設備簿価は約 53 億円。譲渡
対象には、日本テレコムが現在展開している

842局のADSL関連設備とADSLに関する営
業権が含まれる。設備の譲渡は 2002 年 6 月
中、既存加入者のネットワークの移行は基本

的に年内には完了する予定。 
 
 また、日本テレコムの ODN に対してイ
ー・アクセスは 2002 年 7 月初旬より、個人
向け ADSLホールセール・サービスを提供す
る。 
 
 この結果、イー・アクセスの累計加入者数
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は約 31 万から約 52.5 万加入（平成 14 年 5
月末見込み）に達し、ブロードバンド市場に

おいては NTT に次ぐ、日本最大の新興通信
事業者となる。 
 
 また、サービスエリアを現在の東名阪 473
局から 875 局へ一気に拡大し全国展開を実
現、これにより、イー・アクセスは国内のイ

ンターネット利用者の約 8割をカバーするこ
とになる。 
 
 イー・アクセスでは日本テレコムの長距離

バックボーン回線を利用し、事業規模を拡大

することで、回線あたりのコスト単価の削減

を期待できる。 
 
 一方、日本テレコムは ADSL事業への設備
投資を削減する一方、コア事業への設備投資

の重点配分が可能となり、選択と集中を推進

していくとしている。 
 
 なお、今回の契約締結により、現在の日本

テレコムの個人向けADSLサービスのユーザ
ーへの影響は全くないとしている。 

（5/28） 
 
 
クリエイティブ、MP3/WMA対応
ポータブルオーディオプレーヤー

を発表 
 
 クリエイティブメディアは、MP3 と
Windows Media Audio（WMA）の再生に対
応した液晶ディスプレイ付のデジタルオーデ

ィオプレーヤー「Digital MP3 Player 2」を
発表した。 
 
 ラインナップは32MB内蔵メモリー搭載モ
デル「DMP2-32M」と 64MB 内蔵メモリー
搭載モデル「DMP2-64M」の 2つ。いずれも
外部スロットを備え、MMC によるメモリー
の増設ができる（増設は 1枚のみ）。 
 
 対応コーデックはMP3とWMA。ビットレ
ートは MP3 で 320kbps、WMA で 160kbps
まで対応している。 
 
 PC との接続インターフェースには
USB1.1 に対応。転送速度は、内蔵メモリー
に対して 2.56Mbps、増設した MMC に対し
て 0.96Mbps。 
 

 本体前面にマイクロフォンを内蔵し、

G.726形式(32kbps)で最長 4時間のボイスレ
コーディングが可能。なお、MMC には保存
することができない。 
 
 前面パネルにはブルーの EL バックライト
付液晶ディスプレイを装備。プレーヤーの状

態を暗い場所でもトラック番号、再生モード、

電池残量、音量等の情報を確認することがで

きるようになっている。ただし、ID3 タグの
表示はできない。 
 
 電源は単 4 型アルカリ乾電池 2 本、約 11
時間の連続再生時間が可能となっている。 
 
 付属ソフトウェアは、転送ソフトウェア

「Digital Audio Manager（英語版）」。PCと
接続して、MP3やWMA形式のファイルだけ
ではなく、あらゆる種類のファイルを転送、

プレーヤー内に保存して持ち運ぶことができ

る。 
 
 ボディーカラーにはパールホワイトカラー

を採用。大きさは 52×75×15 mmの 40g（乾
電池未装着時）。 
 
 発売は 2002 年 6 月上旬より、価格はオー
プンプライスで推定小売価格は32MBモデル
が 11,800円前後、64MBが 14,800円前後。 

（5/28） 
 
 
NEC、MPEG4対応の携帯機器向
け高性能 DSPコアを開発 
 
 NEC（NECエレクトロンデバイス）は、
携帯電話、PDA、デジタルビデオカメラなど
の携帯機器向けに、ビデオ/オーディオ信号の
MPEG4エンコード/デコード処理を効率的に
実行できるアーキテクチャを備えた、新しい

DSPコア「SPXK5」を開発したと発表した。 
 
 「SPXK5」は、複数の命令を同時実行でき
る 4並列 VLIW/デュアルMACアーキテクチ
ャとビデオ信号処理に適した命令セットを採

用し、命令処理速度を従来製品比約 3倍に高
速化。携帯機器向け DSPとして世界トップク
ラスとなる 1000MIPS（250MHz動作時）と
いう高性能を実現し、DSPとして初めてVGA
サイズの画像の MPEG4 エンコード/デコー
ドを実現している。 
 

 また、低電圧化技術の採用により、新たに

0.9V動作に対応し、0.05mW/MIPSという低
消費電力が可能。MPEG4 ビデオコーデック
（CIF サイズ、15 フレーム/秒）をアクセラ
レータなしで 105MHz、消費電力 21mW で
実現する。 
 
 NECでは、「SPXK5」にキャッシュメモリ、
ローカルメモリを内蔵し、外部バスインタフ

ェースのシステムバス化により拡張性を高め

た「SPXK5SC(Super Core)」を基本コアとし
てプラットフォーム化し、2002年度下期に第
一弾製品のサンプル出荷を開始する予定。ま

た、2003 年度には同コアを使用し、0.095μ
mプロセスを採用した製品の開発を完了させ
る計画としている。 
 
 さらに、従来製品向けに開発した MPEG4
ビデオコーデック、MP3、AAC、WMAオー
ディオコーデック、AMR、G.729、G.726音
声コーデックなどのミドルウェアを

「SPXK5」アーキテクチャに最適化を図り順
次リリースしていく予定。 

（5/27） 
 
 
InterTrust、著作権管理技術をソ
ニーにライセンス供与 
 
 InterTrustは、ソニーとの間で、デジタル
コンテンツの配信に関して同社の保有する特

許技術のワールドワイドな使用許諾契約を締

結したと発表した。 
 
 この契約に基づき、InterTrustはソニーか
ら 2850 万ドルを受け取り、さらに将来ソニ
ーの製品やサービスに InterTrust の著作権
管理に関する特許技術が採用された場合は、

それ応じたロイヤリティを受け取ることにな

る。 
 
 ソニーの製品やサービスに InterTrust の
技術が統合される具体的なスケジュールなど

は明らかにされていない。 
（5/24） 

 
 
e.Digital、Digitalway と製品開

発とマーケティング分野で提携 

 
 米 e.Digital と Digitalway は、携帯型デジ

タルオーディオ製品の開発とマーケティング
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の分野で提携したと発表した。 

 

 今回の提携により、オリジナルブランドの

プレーヤーを共同で開発、北米、ヨーロッパ、

アジアの市場で販売していく。 

 

 アメリカおよびカナダの北米とヨーロッパ

市場では e.Digital ブランドで、アジア市場

では Digitalway によるブランドとマーケテ

ィングで展開する予定。 

 

 2002 年 5 月 9 日付けの BusinessWeek 

magazine によると、Digitalway は OEM と自社

ブランドを合わせると、アメリカ、日本、ア

ジアの市場において 33%のシェアを握ってい

るという。 

 

 この提携による最初の製品は今夏に発売と

なる予定としている。 
（5/24） 

 
 
2001 年度の音楽配信市場規模は
約 26億円  
 
 社団法人日本音楽著作権協会(JASRAC)
は、「平成 14年度定例記者会見」を実施、こ
の中で平成 13 年度(2001 年)の著作権使用料
徴収額を発表した。 
 
 2001年度の JASRACの使用料等の徴収額
は、1,052 億 8,000 万円。前年度に比べて、
10億 4,000万円、1.0％の減となっている。 
 
 その中で、種目別では「複合その他」とさ

れている着メロを含むインタラクティブ配信

からの使用料徴収額は 40億 861万 6429円で
前年比 315.0%となっている。 
 
 このインタラクティブ配信の中で着メロの

割合が 95%を占め、レコード会社などによる
有料音楽配信サービスが残りの 5%となって
いる。 
 
 よって有料音楽配信サービスからの使用料

徴収額は約 2億円、使用料は売り上げの 7.7%
とされているため全体の市場規模は約 26 億
円と見積もられる。 
 
 なお、この着メロと有料音楽配信サービス

の割合は 2000 年度の実績と変わりなく、有
料音楽配信サービス市場も前年比 3倍で伸び

ていることになる。 
 
 また、録音機能付きMDプレーヤーやMD
メディアなどデジタルメディアおよび録音機

器に含まれている私的録音補償金は 10 億
8021万 5243円で前年比 103.6%。 

（5/23） 
 
 
ソニー、Net MD対応MDデッキ
を発表 
 
 ソニーは、新開発 DSP（デジタルサウン
ドプロセッサー）回路搭載により、MDLPモ
ードで録音したMDディスクを、高音質で再
生 可 能 な Net MD 対 応 MD デ ッ キ
『MDS-JE780』を発表した。 
 
 MDS-JE780 は、これまでの SP 録音モー
ドにおいて、2 倍の処理能力で分析と高精度
演算を行ってきた『TYPE-R』に加え、LPモ
ードでも高速演算を行う MD 用 DSP
「CXD-2664R」を新たに搭載。これにより再
生時に約 6dBの歪率を改善、微小信号の再現
性に優れ、高音質化を実現している。  
 『ATRAC DSP TYPE-R』に加え LPモー
ドでも高精度演算ができる MD 用の DSP の
組 み 合 わ せ を 『 ATRAC/ATRAC3 DSP 
TYPE-S』と呼称している。 
 
 また、Net MDにも対応しており、USBケ
ーブルでパソコンと接続すれば、付属の

CD-ROMソフトウェア"Open MG Jukebox"
により、音楽 CD や音楽配信からダウンロー
ドしたパソコン上の音楽データを、楽曲の著

作権を保護しながら最大 16 倍速（LP4 モー
ド時）でMDに転送することが可能となって
いる。 
 
 発売は 2002年 6月 10日より、希望小売価
格はオープン。 

（5/23） 
 
 
KDDIなど、第 3世代携帯電話と
無線 LAN にまたがるシームレス
な通信サービスの実験に成功 
 
 KDDI、KDDI研究所、シスコシステムズ
の 3社は、IMT-2000(第 3世代移動通信シス
テム)の CDMA2000 1x/1xEV-DO や、無線
LAN など異なる無線ネットワーク間を移動

してもデータ通信サービスを継続的に利用す

る実証実験に成功したと発表した。 
 
 実験は、KDDI(au)が提供している最大
144kbps の第 3 世代携帯電話(CDMA2000 
1x)、最大 2.4Mbps の高速データ専用無線方
式である CDMA2000 1xEV-DO(トライアル
網)でカバーされたエリアの中に、シスコシス
テムズが最大 11Mbpsの高速データ通信を可
能とする無線 LAN システムをホットスポッ
トとして設置した環境で行われた。 
 
 クライアント側は、自動車等でのデータ通

信サービスを想定し、自動車内に携帯電話端

末(CDMA2000 1x/1xEV-DO、cdmaOne)と無
線 LAN 端末が接続されたシスコシステムズ
製の車載用モバイルルータを設置、アプリケ

ーション用 PCや IPカメラを車内 LANとし
て搭載した。 
 
 結果、車内 PC からのリクエストによるコ
ンテンツダウンロードやMobile Network間
での IP通信による TV電話に成功したもの。 
 
 今後は、アプリケーションに応じた無線メ

ディアの効果的な選択や固定網との融合に向

けた技術的な検証を行っていくとしている。 
（5/22） 

 
 
Vivendi Universal、CenterSpan
の P2P技術でコンテンツ配信 
 
 米 CenterSpan Communications は、米
Vivendi Universal Net USA (VUNet USA)
が同社のコンテンツ配信ネットワーク

「C-StarOne」を利用してエンタテインメン
トコンテンツ配信サービスを提供するとの覚

書を交わしたと発表した。 
 
 VUNet USAは、仏 Vivendi Universalが
買収し傘下に加えていた米 MP3.com や米
EMusic.com などの音楽会社、ゲーム会社、
教育関連サイトを統合し 2001年 11月に設立
したオンライン企業。 
 
 VUNet USAはC-StarOneを利用した音楽
などのコンテンツ配信サービスを 2002 年後
半に開始する予定。 
 
 米 CenterSpan Communicationsは、P2P
技術を利用した音楽や映画などのマルチメデ
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ィアファイルの検索や交換サービスを提供し

ていた Scourの資産を 2000年 12月に競売で
落札している。 
 
 2002 年 5 月 14 日には、Sony Music 
Entertainment(SME)との間で B2K、Five 
for Fighting、Flickerstick、John Mayerお
よび Macy Gray の 5 アーティストのプロモ
ーションを「Scour.com」にて行うことを発
表している。 
 
 C-StarOne は、Microsoft の Windows 
Media Technologiesをベースに、7階層から
なる CenterSpan独自のセキュリティ機能で
強化した著作権管理システム採用しており、

コンテンツ所有者が配信・利用の認証を設定

することができるとしている。 
（5/22） 

 
 
ARM、PortalPlayerにライセンス
供与 
 
 英 ARM は、米 PortalPlayer に対してデ
ジタルオーディオ録音／再生デバイス向けに

組み込み用途としてARM7TDMIのライセン
スを供与したと発表した。 
 
 PortalPlayerの ARMコアベースの製品は
OEM や ODM 向けに提供され、再生専用の
携帯型プレーヤーだけでなく、携帯はもちろ

ん据置、車載用途に録音と再生のできる製品

として開発される。 
 
 PortalPlayerのプラットフォーム・ソリュ
ーションは、高度に統合されたシステムオン

チップコントローラ、ファームウェア、デジ

タルメディアの管理ソフトウェア、開発スピ

ードを促進するリファレンスデザインから構

成される。 
 
 ARM7TDMI ベースの SuperIntegration
システムオンチップコントローラは、プログ

ラマブルかつアップグレード可能なデジタル

オーディオアプリケーションを提供する。  
 また、豊富なファームウェア・ライブラリ

により、システム開発者は顧客のターゲット

に合わせて再生機能、録音機能、著作権管理

機能、音響効果を組み合わせたセットをタイ

ムリーに提供することができる。 
 
 今回の ARM７TDMI ライセンスの供与に

  より、PortalPlayerはより高機能なソリュー
ションを提供できるようになるとしている。 

（5/21） 
 
 
米 Liquid Audio、音楽配信システ
ムで特許を取得 
 
 米 Liquid Audioは、デジタル音楽配信シ
ステムで米国特許を取得したと発表した。 
 
 今回取得した米国特許番号は 6,385,596。
Liquid Audio のアーキテクチャに使われて
いるマスタリング、ホスティング、インター

ネットを介して安全かつ高音質な音楽を配信

するための技術を包括している。 
 
 Liquid Audioでは、この特許技術により、
音楽配信事業者に必要不可欠なツールとイン

フラを提供できるとしている。 
（5/21） 
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